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「会議録検索システム」
インターネット配信

9月定例会の日程（予定）

場所：扶桑町役場２F議場等
時間：午前９時３０分から

（日程は変更になることがあります）

扶桑町役場ホームページで議会会議録を
インターネット配信していますので、ご利用ください。

扶桑町役場
ホームページ
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会議録検索システム
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第265号
６月定例会
４・５月臨時会

５月３０日に行われた役場見学で、議場を訪れた柏森小学校3年生の皆さん

主な内容

お　知　ら　せ

環境保護のため再生紙を使用しています。

キラリ★　まち人紹介

《スクールガード始めました》
　本年４月から、子ども達の安全を守る活動に少しでも寄与できた
らいいなという事と、毎日規則正しく起きて学校まで歩いて行くこ
とは、自分の健康管理にも良いだろうと考え、山名小学校のスクー
ルガードを始めました。
　子ども達に朝は「おはよう、行ってらっしゃい」、帰りは「お帰り、さ
ようなら」と声をかけると、元気いっぱいの返事が返ってきます。子
ども達から元気の素をもらっている気がします。
　皆さんもほんの少しの時間を地域のために使ってみませんか。

●６月定例会分は、９月１日に更新を予定しています。

9月  １日(月)
9月  ５日(金)
9月  ８日(月)
9月  ９日(火)
9月10日(水)

9月11日(木)

9月16日(火)
9月17日(水)
9月25日(木)

開会・提案説明
一般質問
一般質問
議案質疑
予算決算特別委員会
(総務経済所管分)
予算決算特別委員会

（福祉教育所管分）
総務経済常任委員会
福祉教育常任委員会
委員長報告・討論・採決・閉会

南山名在住
小室欣也さん（71）

柏森在住
河村裕子さん

《更生保護＆老人会活動》
　私は、更生保護女性会で青少年の犯罪・非行を予防し誰も
が安心して暮らせる町づくりを心がけていただけるよう警察
と連携し、広報・啓発活動をしています。
　老人会（北友会）では、楽しく年を重ねていただきたい一念
で家にひきこもりがちな方々に色々な企画、その人に合った活
動が出来るよう参加を働きかけています。また、清掃作業（奉
仕）、交通安全・健康教室・研修旅行（教養）、カラオケ・マージャ
ン・体操（健康）などの活動をして元気で楽しい高齢者を目標に
みんな頑張っています。どの活動も「人とのふれあい」、どのご
縁も「すべて我が師との心がけ自らの学び」としたいです。
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２
０
７
万
円
を
追
加
し
、
総
額
１

３
４
億
８
３
４
６
万
５
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

主
な
事
業
　

（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

地
方
特
例
交
付
金
　
　
　
１
９
０
万
円

　
定
額
減
税
に
よ
る
減
収
分
の
補
て
ん

を
す
る
も
の
で
す
。

教
育
費
県
補
助
金
　
　   

４
２
７
万
円

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
通
信
環
境
整
備
に

関
す
る
内
容
や
、
中
学
校
部
活
動
の
指

導
に
あ
た
る
委
託
料（
運
動
部
に
１
２

０
万
２
千
円
、
文
化
部
に
25
万
円
）に

あ
た
る
も
の
で
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
　

１
０
０
０
万
円

　
本
町
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
し
て
企
業
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
く
金

額
で
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進
事
業
費
　

２
０
０
万
円

　
本
町
と
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
を
い
た
だ
け
る
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
た
め
の
委
託
料
で
す
。

　
収
益
的
支
出
の
う
ち
減
価
償
却
費
の

積
算
誤
り
の
た
め
１
０
８
１
万
６
千
円

増
額
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
資
本
的
収

入
の
う
ち
国
庫
補
助
金
３
３
０
０
万
円

減
額
に
伴
い
、
企
業
債
を
３
３
０
０
万

円
増
額
し
財
源
更
正
を
す
る
も
の
で

す
。

住
基
シ
ス
テ
ム
パ
ソ
コ
ン
等
購
入（
52

台
分
）

契
約
金
額
　
　
　
　
　
２
１
６
２
万
円

納
入
場
所
　
　
　
　
　
　
扶
桑
町
役
場

契
約
者

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ク
サ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
株
式
会
社
中
部
支
社

契
約
の
方
法
　
５
名
の
指
名
競
争
入
札

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
パ
ソ
コ
ン
等
購
入

（
パ
ソ
コ
ン
65
台
分
、
モ
ニ
タ
93
台
分
）

契
約
金
額
　
　
　
　
　
１
４
９
０
万
円

納
入
場
所
　
　
　
　
　
　
扶
桑
町
役
場

契
約
者

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
事
業
本
部
中
部
Ｍ
Ａ

事
業
部
公
共
営
業
部

契
約
の
方
法
　
５
名
の
指
名
競
争
入
札

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
等
購
入

（
79
台
分
）

契
約
金
額
　
　
　
　
　
１
１
８
３
万
円

納
入
場
所
　
　
　
　
　
　
扶
桑
町
役
場

契
約
者

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
事
業
本
部
中
部
Ｍ
Ａ

事
業
部
公
共
営
業
部

契
約
の
方
法
　
５
名
の
指
名
競
争
入
札

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
等
改
修

工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
84
万
円

　
貯
湯
槽
か
ら
ソ
ー
ラ
ー
集
熱
器
へ
の

配
管
の
取
り
替
え
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。 ４

月
臨
時
会

４
月
臨
時
会

５
月
臨
時
会

５
月
臨
時
会

ふそう議会だより　265号／令和7年8月1日 2ふそう議会だより　265号／令和7年8月1日3



一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

問
　
入
札
参
加
者
５
社
の
入
札
価

格
と
業
者
名
は
。

答
　
３
社
が
応
札
、
２
社
が
辞
退

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
応
札
の

あ
っ
た
３
社
の
入
札
価
格
に
つ
い

て
は
、
落
札
業
者
が
１
３
５
５
万

３
３
６
０
円
、
次
の
業
者
が
１
３

９
６
万
円
、
次
の
業
者
が
１
６
９

４
万
５
０
０
０
円
。
業
者
名
は
窓

口
に
て
公
文
書
公
開
請
求
に
よ
る

手
続
き
で
対
応
し
て
い
る
。

問
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
支
援

等
業
務
委
託
の
内
容
と
想
定
さ
れ

て
い
る
納
税
額
は
。

答
　
業
務
委
託
の
内
容
は
、
寄
附

見
込
企
業
に
対
す
る
扶
桑
町
の
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
や
、
扶
桑
町
に

対
す
る
寄
附
見
込
企
業
の
紹
介
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
寄
附
の
獲
得

を
し
て
い
る
。
想
定
さ
れ
て
い
る

納
税
額
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

も
ご
厚
意
で
の
寄
附
に
な
る
た
め

現
時
点
で
は
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
令
和
６
年
度
の
実
績
と
し
て
、

６
件
で
総
額
２
８
１
０
万
円
の
寄

附
が
あ
っ
た
。
令
和
７
年
度
と
し

て
は
、
町
と
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ

し
て
い
た
だ
け
る
支
援
事
業
者
の

数
も
増
え
る
見
込
み
の
た
め
、
１

０
０
万
円
の
寄
附
を
10
件
見
込
ん

で
い
る
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
議
案
８
件
、
請
願

１
件
を
含
む
全
９
件
を
審
議
し
ま

し
た
。

こんなことを聞きました

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

問
　
社
会
福
祉
費
補
助
金
の
新
し

い
地
方
経
済
生
活
環
境
創
生
交
付

金
に
お
い
て
、
介
護
認
定
審
査
会

で
の
ペ
ー
パ
レ
ス
化
に
よ
り
審
査

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

答
　
介
護
認
定
審
査
会
は
毎
週
１

回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催
し

て
い
る
。
１
回
あ
た
り
30
か
ら
35

件
の
審
査
判
定
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
審
査
会
に
係
る
時
間
の

短
縮
に
繋
が
っ
て
い
る
。

問
　
部
活
動
指
導
員
配
置
事
業
費

補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
土
日
の
部
活
動
を
学
校
の
教

員
に
代
わ
り
指
導
す
る
地
域
の
指

導
員
で
、
役
場
の
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
採
用
し
、
国
、
県
か

ら
補
助
を
も
ら
う
。
運
動
部
１
２

０
万
２
０
０
０
円
と
文
化
部
25
万

円
の
計
１
４
５
万
２
０
０
０
円
で

あ
る
。

扶桑町ホームページ
「企業版ふるさと納税」

各常任委員会

問
　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

利
用
料
の
増
額
は
柏
森
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
み
の
も
の
か
。
ま
た
、

定
員
に
対
し
て
ま
だ
余
裕
は
あ
る

か
。

答
　
柏
森
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
利
用
者
23
人
の
増
が
見
込

ま
れ
積
算
し
た
。
定
員
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
末
に
２
０
５
名

か
ら
２
２
８
名
に
増
員
し
た
。
春

休
み
の
実
利
用
平
均
は
約
１
８
４

名
、
最
大
の
受
入
れ
が
４
月
10
日

で
２
２
６
名
と
い
う
実
態
が
あ
っ

た
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
議
案
３
件
、
請
願

１
件
を
含
む
全
４
件
を
審
議
し
ま

し
た
。

（柏森放課後児童クラブ）

令和７年第５回（６月）扶桑町議会定例会　議員別審議結果一覧表令和７年第５回（６月）扶桑町議会定例会　議員別審議結果一覧表

議
　
決
　
結
　
果

近
藤
　
裕 

市
橋
英
男

伊
藤
　
猛

　
松
伸
行

澤
田
憲
宏

片
野
泰
雅

高
橋
怜
央

和
田
佳
活

荒
木
孝
三

佐
藤
智
恵
子

山
田
惇
起

杉
浦
敏
男

丹
羽
友
樹

大
河
原
光
雄

間
宮
幹
男

千
田
勝
文

日
本
共
産
党

公
明
党

新政クラブ ふそう
立志会

無
所
属

桑政クラブ
会派・議員

議案等

◆議員提出議案

○賛否が分かれた案件

賛否状況　○：賛成　　－：議長は採決に加わらない。  　＼：退席

ー可
決第４号 扶桑町議会議員政治倫理条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇

物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

 

扶桑町議会議員政治倫理条例とは？
議員が遵守すべき政治倫理基準を定め、誠実・公正で民主的な
町政の発展に寄与することを目的としています。扶桑町議会基本
条例の理念に基づき、町民の信頼に応える議員像を確立するため
に制定されました。

～概要～
議員の責務
・町民の代表者として自覚と責任を持ち、公正かつ誠実に職務を遂行します。

制度の仕組み
・宣誓制度：任期開始の日から１０日以内に条例遵守の宣誓。
・審査制度：政治倫理違反の疑いがあれば、有権者や職員等が議長に審査請求可能。
・政治倫理審査会：中立の審査会を設置し、審査・報告を実施。
・結果の公表・勧告：違反があれば、辞職勧告等の措置も含め公表。

働きかけの禁止
・何人も議員に対し、政治倫理基準に違反する働きかけを行ってはなりません。

留意事項
・正当な政治活動を抑圧しないよう、基準の運用にあたっては慎重な配慮をします。

主な政治倫理基準（抜粋）
●議員は以下のような行為を遵守します。
・品位や名誉を損なう行為の禁止。
・SNS 等の媒体を利用した差別的・誹謗中傷的な言動の禁止。
・ハラスメントや人権侵害、不快にさせる行為の禁止。
・不適切な寄附や金品の授受の禁止。
・町職員・指定法人等への不正な関与の禁止。
・身内や関係者に有利な発言・行動の禁止。
・暴力団等との関係遮断。
・議員個人による町又は指定法人等への調査強要の禁止。
・町税等の誠実な納付義務。

（条文全文は後日 HP に掲載）

ふそう議会だより　265号／令和7年8月1日 4ふそう議会だより　265号／令和7年8月1日5



一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

問
　
入
札
参
加
者
５
社
の
入
札
価

格
と
業
者
名
は
。

答
　
３
社
が
応
札
、
２
社
が
辞
退

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
応
札
の

あ
っ
た
３
社
の
入
札
価
格
に
つ
い

て
は
、
落
札
業
者
が
１
３
５
５
万

３
３
６
０
円
、
次
の
業
者
が
１
３

９
６
万
円
、
次
の
業
者
が
１
６
９

４
万
５
０
０
０
円
。
業
者
名
は
窓

口
に
て
公
文
書
公
開
請
求
に
よ
る

手
続
き
で
対
応
し
て
い
る
。

問
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
支
援

等
業
務
委
託
の
内
容
と
想
定
さ
れ

て
い
る
納
税
額
は
。

答
　
業
務
委
託
の
内
容
は
、
寄
附

見
込
企
業
に
対
す
る
扶
桑
町
の
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
や
、
扶
桑
町
に

対
す
る
寄
附
見
込
企
業
の
紹
介
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
寄
附
の
獲
得

を
し
て
い
る
。
想
定
さ
れ
て
い
る

納
税
額
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

も
ご
厚
意
で
の
寄
附
に
な
る
た
め

現
時
点
で
は
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
令
和
６
年
度
の
実
績
と
し
て
、

６
件
で
総
額
２
８
１
０
万
円
の
寄

附
が
あ
っ
た
。
令
和
７
年
度
と
し

て
は
、
町
と
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ

し
て
い
た
だ
け
る
支
援
事
業
者
の

数
も
増
え
る
見
込
み
の
た
め
、
１

０
０
万
円
の
寄
附
を
10
件
見
込
ん

で
い
る
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
議
案
８
件
、
請
願

１
件
を
含
む
全
９
件
を
審
議
し
ま

し
た
。

こんなことを聞きました

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

問
　
社
会
福
祉
費
補
助
金
の
新
し

い
地
方
経
済
生
活
環
境
創
生
交
付

金
に
お
い
て
、
介
護
認
定
審
査
会

で
の
ペ
ー
パ
レ
ス
化
に
よ
り
審
査

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

答
　
介
護
認
定
審
査
会
は
毎
週
１

回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催
し

て
い
る
。
１
回
あ
た
り
30
か
ら
35

件
の
審
査
判
定
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
審
査
会
に
係
る
時
間
の

短
縮
に
繋
が
っ
て
い
る
。

問
　
部
活
動
指
導
員
配
置
事
業
費

補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
土
日
の
部
活
動
を
学
校
の
教

員
に
代
わ
り
指
導
す
る
地
域
の
指

導
員
で
、
役
場
の
会
計
年
度
任
用

職
員
と
し
て
採
用
し
、
国
、
県
か

ら
補
助
を
も
ら
う
。
運
動
部
１
２

０
万
２
０
０
０
円
と
文
化
部
25
万

円
の
計
１
４
５
万
２
０
０
０
円
で

あ
る
。

扶桑町ホームページ
「企業版ふるさと納税」

各常任委員会

問
　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

利
用
料
の
増
額
は
柏
森
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
み
の
も
の
か
。
ま
た
、

定
員
に
対
し
て
ま
だ
余
裕
は
あ
る

か
。

答
　
柏
森
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
利
用
者
23
人
の
増
が
見
込

ま
れ
積
算
し
た
。
定
員
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
末
に
２
０
５
名

か
ら
２
２
８
名
に
増
員
し
た
。
春

休
み
の
実
利
用
平
均
は
約
１
８
４

名
、
最
大
の
受
入
れ
が
４
月
10
日

で
２
２
６
名
と
い
う
実
態
が
あ
っ

た
。

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
議
案
３
件
、
請
願

１
件
を
含
む
全
４
件
を
審
議
し
ま

し
た
。

（柏森放課後児童クラブ）
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議
　
決
　
結
　
果

近
藤
　
裕 

市
橋
英
男

伊
藤
　
猛

　
松
伸
行

澤
田
憲
宏

片
野
泰
雅

高
橋
怜
央

和
田
佳
活

荒
木
孝
三

佐
藤
智
恵
子

山
田
惇
起

杉
浦
敏
男

丹
羽
友
樹

大
河
原
光
雄

間
宮
幹
男

千
田
勝
文

日
本
共
産
党

公
明
党

新政クラブ ふそう
立志会

無
所
属

桑政クラブ
会派・議員

議案等

◆議員提出議案

○賛否が分かれた案件

賛否状況　○：賛成　　－：議長は採決に加わらない。  　＼：退席

ー可
決第４号 扶桑町議会議員政治倫理条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　 〇 〇

物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

 

扶桑町議会議員政治倫理条例とは？
議員が遵守すべき政治倫理基準を定め、誠実・公正で民主的な
町政の発展に寄与することを目的としています。扶桑町議会基本
条例の理念に基づき、町民の信頼に応える議員像を確立するため
に制定されました。

～概要～
議員の責務
・町民の代表者として自覚と責任を持ち、公正かつ誠実に職務を遂行します。

制度の仕組み
・宣誓制度：任期開始の日から１０日以内に条例遵守の宣誓。
・審査制度：政治倫理違反の疑いがあれば、有権者や職員等が議長に審査請求可能。
・政治倫理審査会：中立の審査会を設置し、審査・報告を実施。
・結果の公表・勧告：違反があれば、辞職勧告等の措置も含め公表。

働きかけの禁止
・何人も議員に対し、政治倫理基準に違反する働きかけを行ってはなりません。

留意事項
・正当な政治活動を抑圧しないよう、基準の運用にあたっては慎重な配慮をします。

主な政治倫理基準（抜粋）
●議員は以下のような行為を遵守します。
・品位や名誉を損なう行為の禁止。
・SNS 等の媒体を利用した差別的・誹謗中傷的な言動の禁止。
・ハラスメントや人権侵害、不快にさせる行為の禁止。
・不適切な寄附や金品の授受の禁止。
・町職員・指定法人等への不正な関与の禁止。
・身内や関係者に有利な発言・行動の禁止。
・暴力団等との関係遮断。
・議員個人による町又は指定法人等への調査強要の禁止。
・町税等の誠実な納付義務。

（条文全文は後日 HP に掲載）
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一
般
質
問

10
議
員
が
質
問

質問者 件　名 ページ

サイトメガロウイルスの啓発体制は

今後の学校プールのあり方は

学校現場での「SOSの出し方教育」は

カラス駆除対策は

ふるさと納税本来の目的は

健康マイレージの推進は

町道の交通安全対策は

職員の新たな熱中症対策を

持続可能な行政運営の取り組みは

公有財産の今後の活用は

6

7

7

8

8

9

9

10

10

11

山 田 惇 起

佐藤智恵子

高 橋 怜 央

伊 藤　　猛

片 野 泰 雅

間 宮 幹 男

荒 木 孝 三

松 伸 行

千 田 勝 文

大河原光雄

扶桑町ホームページ
「一般質問録画配信」

「扶桑町議会 一般質問
通告書一覧」

サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
啓
発
体
制
は

健
康
推
進
課
で
問
い
合
わ
せ
対
応

無所属
やまだ　　あつき

山田 惇起 議員

問
　
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ

ル
ス
は
、
健
康
な
子
ど
も

や
大
人
が
感
染
し
て
も
問

題
は
な
い
が
、
妊
婦
が
感

染
す
る
と
、
お
な
か
の
赤

ち
ゃ
ん
に
も
感
染
し
て
、

難
聴
や
脳
の
障
が
い
な
ど

を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ

る
。

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
生

ま
れ
て
き
て
も
、
生
後
２

か
月
以
内
で
あ
れ
ば
、
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
を
投
与
す
る

こ
と
で
、
難
聴
や
発
達
の

遅
れ
を
改
善
す
る
効
果
が

期
待
で
き
る
。
４
月
か
ら

母
子
健
康
手
帳
に
検
査
欄

が
追
加
さ
れ
た
が
、
町
と

し
て
の
啓
発
方
法
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　健

康
推
進
課
で
母
子
健
康
手

帳
交
付
時
に
啓
発
と
感
染

対
策
に
関
す
る
情
報
提
供

を
し
て
い
る
。

問
　
妊
娠
し
て
い
る
保
育

士
に
乳
児
ク
ラ
ス
の
担
当

を
さ
せ
ず
、
可
能
な
限
り

年
長
ク
ラ
ス
を
任
せ
る
こ

と
で
唾
液
や
尿
に
触
れ
る

業
務
に
関
わ
ら
な
い
で
済

む
よ
う
な
配
慮
は
。

答
　
教
育
部
長
　感
染
症

が
流
行
し
た
場
合
は
、
リ

ス
ク
を
避
け
る
た
め
一
時

的
に
ク
ラ
ス
か
ら
離
れ
て

仕
事
が
で
き
る
配
慮
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
お
む
つ

の
取
り
換
え
時
に
手
袋
を

着
用
す
る
他
、
マ
ス
ク
、

手
洗
い
、
消
毒
、
う
が
い

な
ど
の
励
行
で
感
染
症
対

策
を
し
て
い
る
。

今
後
の
学
校
プ
ー
ル
の
あ
り
方
は

計
画
的
に
修
繕
し

　
　
　
　
　
現
状
維
持
し
て
い
く

公明党
さとう　　ちえこ 

佐藤智恵子  議員

問
　
プ
ー
ル
の
老
朽
化
状

況
と
耐
用
年
数
の
見
通
し

は
。

答
　
教
育
部
長
　プ
ー
ル

槽
の
剥
が
れ
、ボ
イ
ラ
ー
、

ろ
過
機
等
付
属
機
械
の
故

障
が
目
立
つ
。
耐
用
年
数

に
つ
い
て
は
、
扶
桑
東
小

学
校
が
令
和
31
年
に
町
内

学
校
で
最
初
に
耐
用
年
数

を
迎
え
る
。
屋
外
施
設
で

あ
る
こ
と
、
開
設
期
間
が

通
年
で
な
い
こ
と
か
ら
老

朽
化
が
著
し
く
進
行
し
て

お
り
、
想
定
ど
お
り
更
新

で
き
る
見
込
み
が
立
た
な

い
の
も
事
実
だ
。

問
　
民
間
施
設
の
活
用
や

水
泳
指
導
の
外
部
委
託
の

考
え
は
。

答
　
教
育
部
長
　民
間
活

用
に
よ
り
、
施
設
の
老
朽

化
、
教
職
員
の
負
担
対
策

と
な
り
、
専
門
員
の
指
導

で
子
ど
も
達
の
泳
力
向
上

に
な
る
。
一
方
で
、
町
内

に
水
泳
施
設
が
な
い
こ
と

か
ら
、
移
動
時
間
、
授
業

の
委
託
料
、
バ
ス
料
金
等

が
必
要
に
な
る
。
今
後
は

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
　
今
後
の
プ
ー
ル
の
あ

り
方
、
水
泳
授
業
の
実
施

体
制
の
方
針
は
。

答
　
教
育
部
長
　子
ど
も

達
か
ら
も
人
気
の
高
い
授

業
の
一
つ
で
あ
る
。
個
別

施
設
計
画
に
沿
っ
て
、
当

面
は
現
状
維
持
を
保
ち
な

が
ら
、
安
全
で
効
果
的
な

運
用
を
継
続
し
て
い
き
た

い
。

学
校
現
場
で
の「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
」は

相
談
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
指
導

新政クラブ
たかはし　  れお

高橋 怜央 議員

問
　
児
童
生
徒
の
自
殺
予

防
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
、
啓
発
活
動
、
相
談
体

制
の
整
備
は
。

答
　
教
育
長
　学
校
で
は
、

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
児
童
生
徒
の
心
の
状

況
を
把
握
す
る
よ
う
に
努

め
て
い
る
。
異
変
を
察
知

し
た
場
合
、
学
年
、
養
護

教
諭
、生
徒
指
導
担
当
者
、

管
理
職
等
の
チ
ー
ム
で
対

応
し
て
い
る
。
表
情
や
言

動
が
気
に
な
る
児
童
生
徒

に
は
直
接
声
掛
け
を
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。

問
　
学
校
現
場
で
の「
Ｓ

Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
」や

保
護
者
向
け
の
啓
発
は
。

答
　
教
育
長
　学
校
で
は
、

保
健
の
授
業
を
中
心
と
し

て
、
児
童
生
徒
に
は
不
安

や
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
誰
か
に
相
談
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
指
導
し

て
い
る
。
不
安
や
悩
み
を

持
っ
た
児
童
生
徒
を
認
知

し
た
ら
、
そ
の
保
護
者
に

も
連
絡
を
と
り
、
家
庭
と

協
力
し
な
が
ら
不
安
や
悩

み
を
取
り
除
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
教
員
や
家
族
に
な

か
な
か
相
談
が
で
き
な
い

児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、

「
心
の
電
話
ふ
そ
う
」や
各

機
関
が
行
っ
て
い
る
電
話

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相

談
窓
口
を
紹
介
し
て
い

る
。
年
度
当
初
や
長
期
休

学
前
に
相
談
窓
口
を
紹
介

す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

注
意
喚
起
を
図
っ
て
い

る
。
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サ
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メ
ガ
ロ
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の
啓
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は

健
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推
進
課
で
問
い
合
わ
せ
対
応

無所属
やまだ　　あつき

山田 惇起 議員

問
　
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ

ル
ス
は
、
健
康
な
子
ど
も

や
大
人
が
感
染
し
て
も
問

題
は
な
い
が
、
妊
婦
が
感

染
す
る
と
、
お
な
か
の
赤

ち
ゃ
ん
に
も
感
染
し
て
、

難
聴
や
脳
の
障
が
い
な
ど

を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ

る
。

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
生

ま
れ
て
き
て
も
、
生
後
２

か
月
以
内
で
あ
れ
ば
、
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
を
投
与
す
る

こ
と
で
、
難
聴
や
発
達
の

遅
れ
を
改
善
す
る
効
果
が

期
待
で
き
る
。
４
月
か
ら

母
子
健
康
手
帳
に
検
査
欄

が
追
加
さ
れ
た
が
、
町
と

し
て
の
啓
発
方
法
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　健

康
推
進
課
で
母
子
健
康
手

帳
交
付
時
に
啓
発
と
感
染

対
策
に
関
す
る
情
報
提
供

を
し
て
い
る
。

問
　
妊
娠
し
て
い
る
保
育

士
に
乳
児
ク
ラ
ス
の
担
当

を
さ
せ
ず
、
可
能
な
限
り

年
長
ク
ラ
ス
を
任
せ
る
こ

と
で
唾
液
や
尿
に
触
れ
る

業
務
に
関
わ
ら
な
い
で
済

む
よ
う
な
配
慮
は
。

答
　
教
育
部
長
　感
染
症

が
流
行
し
た
場
合
は
、
リ

ス
ク
を
避
け
る
た
め
一
時

的
に
ク
ラ
ス
か
ら
離
れ
て

仕
事
が
で
き
る
配
慮
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
お
む
つ

の
取
り
換
え
時
に
手
袋
を

着
用
す
る
他
、
マ
ス
ク
、

手
洗
い
、
消
毒
、
う
が
い

な
ど
の
励
行
で
感
染
症
対

策
を
し
て
い
る
。

今
後
の
学
校
プ
ー
ル
の
あ
り
方
は

計
画
的
に
修
繕
し

　
　
　
　
　
現
状
維
持
し
て
い
く

公明党
さとう　　ちえこ 

佐藤智恵子  議員

問
　
プ
ー
ル
の
老
朽
化
状

況
と
耐
用
年
数
の
見
通
し

は
。

答
　
教
育
部
長
　プ
ー
ル

槽
の
剥
が
れ
、ボ
イ
ラ
ー
、

ろ
過
機
等
付
属
機
械
の
故

障
が
目
立
つ
。
耐
用
年
数

に
つ
い
て
は
、
扶
桑
東
小

学
校
が
令
和
31
年
に
町
内

学
校
で
最
初
に
耐
用
年
数

を
迎
え
る
。
屋
外
施
設
で

あ
る
こ
と
、
開
設
期
間
が

通
年
で
な
い
こ
と
か
ら
老

朽
化
が
著
し
く
進
行
し
て

お
り
、
想
定
ど
お
り
更
新

で
き
る
見
込
み
が
立
た
な

い
の
も
事
実
だ
。
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活
用
や
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指
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の
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部
委
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の

考
え
は
。

答
　
教
育
部
長
　民
間
活

用
に
よ
り
、
施
設
の
老
朽

化
、
教
職
員
の
負
担
対
策

と
な
り
、
専
門
員
の
指
導

で
子
ど
も
達
の
泳
力
向
上

に
な
る
。
一
方
で
、
町
内

に
水
泳
施
設
が
な
い
こ
と

か
ら
、
移
動
時
間
、
授
業

の
委
託
料
、
バ
ス
料
金
等

が
必
要
に
な
る
。
今
後
は

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
　
今
後
の
プ
ー
ル
の
あ

り
方
、
水
泳
授
業
の
実
施

体
制
の
方
針
は
。

答
　
教
育
部
長
　子
ど
も

達
か
ら
も
人
気
の
高
い
授

業
の
一
つ
で
あ
る
。
個
別

施
設
計
画
に
沿
っ
て
、
当

面
は
現
状
維
持
を
保
ち
な

が
ら
、
安
全
で
効
果
的
な

運
用
を
継
続
し
て
い
き
た

い
。

学
校
現
場
で
の「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
」は

相
談
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
指
導

新政クラブ
たかはし　  れお

高橋 怜央 議員

問
　
児
童
生
徒
の
自
殺
予

防
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
、
啓
発
活
動
、
相
談
体

制
の
整
備
は
。

答
　
教
育
長
　学
校
で
は
、

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
児
童
生
徒
の
心
の
状

況
を
把
握
す
る
よ
う
に
努

め
て
い
る
。
異
変
を
察
知

し
た
場
合
、
学
年
、
養
護

教
諭
、生
徒
指
導
担
当
者
、

管
理
職
等
の
チ
ー
ム
で
対

応
し
て
い
る
。
表
情
や
言

動
が
気
に
な
る
児
童
生
徒

に
は
直
接
声
掛
け
を
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。

問
　
学
校
現
場
で
の「
Ｓ

Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
」や

保
護
者
向
け
の
啓
発
は
。

答
　
教
育
長
　学
校
で
は
、

保
健
の
授
業
を
中
心
と
し

て
、
児
童
生
徒
に
は
不
安

や
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
誰
か
に
相
談
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
指
導
し

て
い
る
。
不
安
や
悩
み
を

持
っ
た
児
童
生
徒
を
認
知

し
た
ら
、
そ
の
保
護
者
に

も
連
絡
を
と
り
、
家
庭
と

協
力
し
な
が
ら
不
安
や
悩

み
を
取
り
除
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
教
員
や
家
族
に
な

か
な
か
相
談
が
で
き
な
い

児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、

「
心
の
電
話
ふ
そ
う
」や
各

機
関
が
行
っ
て
い
る
電
話

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相

談
窓
口
を
紹
介
し
て
い

る
。
年
度
当
初
や
長
期
休

学
前
に
相
談
窓
口
を
紹
介

す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

注
意
喚
起
を
図
っ
て
い

る
。
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（啓発看板）

ふ
る
さ
と
納
税
本
来
の
目
的
は

故
郷
に
貢
献
で
き
る
仕
組
み
の
一
つ

新政クラブ
かたの    たいが

片野 泰雅 議員

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
本

来
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、転
出
者
へ
の
周
知
・

Ｐ
Ｒ
と
し
て
、「
扶
桑
町

の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」

に
基
づ
い
た
案
内
を
封
入

し
、「
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー

タ
ー
」と
い
う
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
転
出

先
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
扶
桑
町
と
の
継
続

的
な
関
係
を
築
く
。
こ
れ

を「
ふ
る
さ
と
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」と
し
て
展
開
し
、

寄
附
額
の
増
加
を
目
指
し

て
は
ど
う
か
。

答
　
総
務
部
長
　「ふ
る
さ

と
サ
ポ
ー
タ
ー
」制
度
を

創
設
し
、
参
加
者
に
ふ
る

さ
と
寄
附
金
の
募
集
な
ど

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
一
定

の
効
果
が
期
待
で
き
る
取

り
組
み
で
あ
る
と
考
え

る
。
一
方
で
本
町
に
お
け

る「
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー

タ
ー
」の
役
割
の
明
確
化
、

制
度
の
周
知
及
び
維
持
な

ど
様
々
な
課
題
も
考
え
ら

れ
る
。
転
出
手
続
き
の
た

め
来
庁
さ
れ
た
方
に
対

し
、戸
籍
保
険
課
窓
口
で
、

転
出
後
に
必
要
な
手
続
き

を
ま
と
め
た
案
内
を
お
渡

し
し
て
い
る
の
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
関
す
る
案
内

を
一
緒
に
配
付
す
る
こ
と

は
一
定
の
効
果
が
期
待
で

き
る
。
転
出
さ
れ
る
方
へ

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

く
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
推
進
は

出
前
講
座
や
地
区
サ
ロ
ン
で
紹
介

桑政クラブ
まみや    みきお

間宮 幹男 議員

問
　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

現
状
と
推
進
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ー
ト
又
は
ス
マ

ホ
と
連
携
し
て
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ

等
、
自
分
で
決
め
た
健
康

目
標
を
ク
リ
ア
す
る
と
ポ

イ
ン
ト
が
貯
ま
る
仕
組

み
。
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ

た
方
に
は
、
県
内
の
協
力

店
で
優
待
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
マ
イ
カ
カ
ー
ド

の
発
行
と
参
加
賞
を
渡
し

て
い
る
。
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
推
進
の
た
め
、
出
前
講

座
や
地
区
サ
ロ
ン
で
、
取

り
組
み
を
紹
介
し
て
参
加

者
の
増
加
に
努
め
る
。
ま

た
、
新
た
に
協
力
い
た
だ

け
る
お
店
を
開
拓
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
る
。

問
　
健
康
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
の
活
動
と
育
成
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　健

康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
は
、

愛
知
県
や
市
町
村
、
そ
の

他
団
体
が
行
う
健
康
づ
く

り
事
業
を
始
め
と
す
る

様
々
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
健
康
づ
く
り
活

動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。令
和
６
年
４
月
現
在
、

扶
桑
町
健
康
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
登
録
者
は
11
名
。
地

区
サ
ロ
ン
等
に
出
向
き
、

講
師
と
し
て
介
護
予
防
の

運
動
や
脳
ト
レ
の
指
導
等

を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度

も
養
成
講
座
を
開
催
予

定
。
講
座
修
了
者
に
は
、

健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
様
々
な
機
会
で
の
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
講
師

を
担
っ
て
い
た
だ
く
予

定
。

町
道
の
交
通
安
全
対
策
は

減
速
を
促
す
対
策
を
進
め
る

日本共産党
あらき   こうぞう

荒木 孝三 議員

問
　
交
通
死
亡
事
故
の
現

状
を
み
る
と
歩
行
者
は

36
％
、
自
転
車
乗
用
中
が

15
・
９
％
で
死
者
数
の
半

数
を
占
め
て
い
る
。
生
活

道
路
に
お
け
る
交
通
死
傷

事
故
は
、
生
活
道
路
以
外

と
比
べ
１
・
８
倍
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。
高
齢
者
が

安
心
し
て
歩
行
で
き
る
町

道
、
学
童
の
通
学
路
の
安

全
は
保
た
れ
て
い
る
か
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　生

活
道
路
の
交
通
規
制
は
、

通
過
車
両
が
多
く
、
危
険

性
が
高
い
道
路
に
お
い
て

は
、
現
地
調
査
を
行
っ
た

う
え
で「
危
な
い
！
ス
ピ
ー

ド
落
と
せ
」な
ど
の
設
置
、

カ
ラ
ー
塗
装
に
よ
る
路
面

表
示
を
施
行
し
、
注
意
を

呼
び
か
け
る
対
策
を
し
て

い
る
。
通
学
路
に
は
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
施
工

し
、
児
童
の
安
全
対
策
を

図
っ
て
い
る
。
生
活
道
路

の
交
通
安
全
対
策
は
、
啓

発
看
板
の
設
置
や
カ
ラ
ー

塗
装
に
よ
る
減
速
を
促
す

対
策
を
進
め
て
い
く
。

水
道
基
本
料
金
無
償
化
の

継
続
は

問
　
水
道
料
金
の
基
本
料

金
は
、
４
カ
月
間
無
料
の

措
置
が
と
ら
れ
て
い
る

が
、
引
き
続
き
、
住
民
の

く
ら
し
を
守
る
た
め
に
も

基
本
料
金
の
無
償
化
の
継

続
を
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
。
町
の
見
解
を
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　令

和
７
年
度
当
初
予
算
に
お

い
て
、
水
道
基
本
料
金
、

４
カ
月
間（
４
月
・
６
月

検
針
分
）を
免
除
。
丹
羽

広
域
事
務
組
合
水
道
部
へ

の
負
担
金
４
８
６
２
万
円

計
上
し
て
い
る
。
事
業
の

継
続
・
延
長
は
、
現
在
予

定
は
な
い
。

（集積所を荒らすカラス）

（ふるさと寄附金の啓発バナー）

カ
ラ
ス
駆
除
対
策
は

犬
山
猟
友
会
と
相
談
す
る

桑政クラブ
いとう　　たけし

伊藤　猛  議員

問
　
カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み

集
積
所
の
被
害
状
況
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　令

和
６
年
度
よ
り
希
望
者

に
、
カ
ラ
ス
に
対
す
る
忌

避
効
果
の
あ
る
ネ
ッ
ト
貸

出
を
始
め
た
。
忌
避
剤
入

り
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
を
使
用

す
る
集
積
所
付
近
の
方
か

ら
は
苦
情
は
な
く
、
一
定

の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
他
の
集
積
所

付
近
の
方
な
ど
か
ら
は
依

然
と
し
て
、
カ
ラ
ス
に
よ

る
ご
み
の
散
乱
被
害
の
報

告
が
あ
る
。

問
　
ご
み
の
出
し
方
な
ど

の
周
知
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　ご

み
の
散
乱
を
防
止
す
る
に

は「
生
ご
み
を
減
ら
す
」、

「
生
ご
み
を
隠
し
て
排
出

す
る
」、「
カ
ラ
ス
除
け

ネ
ッ
ト
を
正
し
く
使
用
す

る
」、「
ご
み
は
収
集
日
当

日
の
朝
に
出
す
」な
ど
地

域
全
体
で
カ
ラ
ス
に
よ
る

ご
み
の
散
乱
が
し
に
く
い

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
。
広
報
ふ
そ
う
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
積
極
的

に
周
知
し
て
い
く
。

問
　
カ
ラ
ス
の
駆
除
対
策

は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　当

町
で
は
、
住
宅
が
多
く
一

部
を
除
き
特
定
猟
具
使
用

禁
止
区
域
の
た
め
、
駆
除

は
難
し
い
の
が
現
状
。
カ

ラ
ス
が
寄
り
付
か
な
い
対

策
、
農
作
物
を
防
鳥
網
や

テ
グ
ス
を
用
い
た
柵
で
覆

い
侵
入
を
防
い
だ
り
し
て

い
く
。
カ
ラ
ス
対
策
で
よ

り
効
果
的
な
対
策
が
な
い

か
犬
山
猟
友
会
と
相
談
し

て
い
く
。
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は
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長
　健
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連
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ウ
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た
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と
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イ
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ま
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仕
組

み
。
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貯
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方
に
は
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県
内
の
協
力
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で
優
待
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ー
ビ
ス
が
受
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る
マ
イ
カ
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ド

の
発
行
と
参
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渡
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て
い
る
。
健
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マ
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レ
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進
の
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め
、
出
前
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や
地
区
サ
ロ
ン
で
、
取

り
組
み
を
紹
介
し
て
参
加

者
の
増
加
に
努
め
る
。
ま

た
、
新
た
に
協
力
い
た
だ

け
る
お
店
を
開
拓
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
る
。

問
　
健
康
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
の
活
動
と
育
成
は
。

答
　
健
康
福
祉
部
長
　健

康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
は
、

愛
知
県
や
市
町
村
、
そ
の

他
団
体
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行
う
健
康
づ
く

り
事
業
を
始
め
と
す
る

様
々
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
健
康
づ
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り
活

動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。令
和
６
年
４
月
現
在
、

扶
桑
町
健
康
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
登
録
者
は
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名
。
地

区
サ
ロ
ン
等
に
出
向
き
、

講
師
と
し
て
介
護
予
防
の

運
動
や
脳
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レ
の
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等

を
行
っ
て
い
る
。
今
年
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も
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成
講
座
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。
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は
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あらき   こうぞう

荒木 孝三 議員

問
　
交
通
死
亡
事
故
の
現

状
を
み
る
と
歩
行
者
は

36
％
、
自
転
車
乗
用
中
が

15
・
９
％
で
死
者
数
の
半

数
を
占
め
て
い
る
。
生
活

道
路
に
お
け
る
交
通
死
傷

事
故
は
、
生
活
道
路
以
外

と
比
べ
１
・
８
倍
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。
高
齢
者
が

安
心
し
て
歩
行
で
き
る
町

道
、
学
童
の
通
学
路
の
安

全
は
保
た
れ
て
い
る
か
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　生

活
道
路
の
交
通
規
制
は
、

通
過
車
両
が
多
く
、
危
険

性
が
高
い
道
路
に
お
い
て

は
、
現
地
調
査
を
行
っ
た

う
え
で「
危
な
い
！
ス
ピ
ー

ド
落
と
せ
」な
ど
の
設
置
、

カ
ラ
ー
塗
装
に
よ
る
路
面

表
示
を
施
行
し
、
注
意
を

呼
び
か
け
る
対
策
を
し
て

い
る
。
通
学
路
に
は
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
施
工

し
、
児
童
の
安
全
対
策
を

図
っ
て
い
る
。
生
活
道
路

の
交
通
安
全
対
策
は
、
啓

発
看
板
の
設
置
や
カ
ラ
ー

塗
装
に
よ
る
減
速
を
促
す

対
策
を
進
め
て
い
く
。

水
道
基
本
料
金
無
償
化
の

継
続
は

問
　
水
道
料
金
の
基
本
料

金
は
、
４
カ
月
間
無
料
の

措
置
が
と
ら
れ
て
い
る

が
、
引
き
続
き
、
住
民
の

く
ら
し
を
守
る
た
め
に
も

基
本
料
金
の
無
償
化
の
継

続
を
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
。
町
の
見
解
を
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　令

和
７
年
度
当
初
予
算
に
お

い
て
、
水
道
基
本
料
金
、

４
カ
月
間（
４
月
・
６
月

検
針
分
）を
免
除
。
丹
羽

広
域
事
務
組
合
水
道
部
へ

の
負
担
金
４
８
６
２
万
円

計
上
し
て
い
る
。
事
業
の

継
続
・
延
長
は
、
現
在
予

定
は
な
い
。

（集積所を荒らすカラス）

（ふるさと寄附金の啓発バナー）

カ
ラ
ス
駆
除
対
策
は

犬
山
猟
友
会
と
相
談
す
る

桑政クラブ
いとう　　たけし

伊藤　猛  議員

問
　
カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み

集
積
所
の
被
害
状
況
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　令

和
６
年
度
よ
り
希
望
者

に
、
カ
ラ
ス
に
対
す
る
忌

避
効
果
の
あ
る
ネ
ッ
ト
貸

出
を
始
め
た
。
忌
避
剤
入

り
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
を
使
用

す
る
集
積
所
付
近
の
方
か

ら
は
苦
情
は
な
く
、
一
定

の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
他
の
集
積
所

付
近
の
方
な
ど
か
ら
は
依

然
と
し
て
、
カ
ラ
ス
に
よ

る
ご
み
の
散
乱
被
害
の
報

告
が
あ
る
。

問
　
ご
み
の
出
し
方
な
ど

の
周
知
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　ご

み
の
散
乱
を
防
止
す
る
に

は「
生
ご
み
を
減
ら
す
」、

「
生
ご
み
を
隠
し
て
排
出

す
る
」、「
カ
ラ
ス
除
け

ネ
ッ
ト
を
正
し
く
使
用
す

る
」、「
ご
み
は
収
集
日
当

日
の
朝
に
出
す
」な
ど
地

域
全
体
で
カ
ラ
ス
に
よ
る

ご
み
の
散
乱
が
し
に
く
い

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
。
広
報
ふ
そ
う
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
積
極
的

に
周
知
し
て
い
く
。

問
　
カ
ラ
ス
の
駆
除
対
策

は
。

答
　
産
業
建
設
部
長
　当

町
で
は
、
住
宅
が
多
く
一

部
を
除
き
特
定
猟
具
使
用

禁
止
区
域
の
た
め
、
駆
除

は
難
し
い
の
が
現
状
。
カ

ラ
ス
が
寄
り
付
か
な
い
対

策
、
農
作
物
を
防
鳥
網
や

テ
グ
ス
を
用
い
た
柵
で
覆

い
侵
入
を
防
い
だ
り
し
て

い
く
。
カ
ラ
ス
対
策
で
よ

り
効
果
的
な
対
策
が
な
い

か
犬
山
猟
友
会
と
相
談
し

て
い
く
。
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（用途廃止予定の高雄シルバーハウス）

持
続
可
能
な
行
政
運
営
の
取
り
組
み
は

財
務
指
標
に
よ
る

　
　
　
　
　資
産
管
理
・
行
政
評
価

新政クラブ
せんだ   かつふみ

千田 勝文 議員

問
　
基
礎
的
財
政
収
支

（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ

ン
ス
）は
。

答
　
総
務
部
長
　
令
和
５

年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支

は
、
７
億
７
５
０
０
万
円

の
黒
字
。
こ
の
数
値
は
、

基
金
の
積
立
額
と
地
方
債

の
元
利
償
還
額
を
除
い
た

歳
出
と
、
基
金
の
取
り
崩

し
額
と
地
方
債
発
行
額
を

除
い
た
歳
入
の
バ
ラ
ン
ス

を
示
す
指
標
と
な
っ
て
い

る
。
前
年
度
は
、
５
億
５

３
０
０
万
円
で
あ
り
２
億

２
２
０
０
万
円
の
増
加
で

あ
る
。

問
　
投
資
的
経
費
に
つ
い

て
、
今
後
の
考
え
は
。

答
　
総
務
部
長
　
本
町
は

類
似
団
体
と
比
較
し
て
も

地
方
債
残
高
は
低
く
、
将

来
世
代
負
担
比
率
や
地
方

債
の
償
還
可
能
年
数
、
基

礎
的
財
政
収
支
は
、
現
時

点
に
お
い
て
は
、
比
較
的

良
好
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
公
共
施
設
の
老
朽

化
が
進
ん
で
き
て
お
り
、

今
後
は
投
資
的
経
費
の
増

大
が
見
込
ま
れ
、
指
標
の

悪
化
が
予
想
さ
れ
る
。

施
設
更
新
の
際
に
は
、
指

標
に
も
注
視
し
な
が
ら
施

設
の
統
廃
合
や
管
理
方
法

を
考
慮
し
、
最
も
適
し
た

手
法
で
実
施
す
る
。ま
た
、

資
金
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
な
基
金
の
積
み
立
て
や

起
債
を
活
用
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
、
民
間
資
金
に

よ
る
整
備
手
法
も
研
究
す

る
。

公
有
財
産
の
今
後
の
活
用
は

統
廃
合
に
よ
る
用
途
の
廃
止
や

　
　
　
　
　
　
　
　変
更
が
生
じ
る

ふそう立志会
おおかわら　みつお

大河原光雄 議員

問
　
近
年
の
本
町
公
有
財

産
の
増
減
と
、
今
後
の
活

用
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う

か
。

答
　
総
務
部
長
　
町
が
所

有
す
る
土
地
は
、
借
り
て

い
た
土
地
の
購
入
や
、
今

後
の
事
業
用
地
と
し
て
使

用
が
見
込
ま
れ
る
土
地
の

先
行
取
得
な
ど
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
末
と
の
比
較

で
は
増
加
し
て
い
る
。
令

和
９
年
度
に
施
設
の
統
廃

合
に
つ
い
て
方
向
性
を
示

す
予
定
で
、
用
途
の
廃
止

や
変
更
が
生
じ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
　
利
益
を
出
す
資
産
と

し
て
、
貸
付
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
る
普
通
財
産
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

答
　
総
務
部
長
　
愛
知
県

に
警
察
施
設
、
丹
羽
広
域

事
務
組
合
に
水
源
地
、
駐

車
場
用
地
と
し
て
旧
調
理

場
跡
地
な
ど
を
有
償
で
貸

し
付
け
て
い
る
。

問
　
今
後
、
用
途
廃
止
予

定
の
行
政
財
産
は
。

答
　
総
務
部
長
　
令
和
８

年
度
か
ら
高
雄
シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ス
の
機
能
を
サ
ン
グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
統
合
す

る
た
め
、
建
物
は
用
途
廃

止
し
て
取
り
壊
し
、
借
地

で
あ
る
敷
地
は
地
権
者
へ

返
却
す
る
予
定
で
あ
る
。 （ファン付作業着）

職
員
の
新
た
な
熱
中
症
対
策
を

フ
ァ
ン
付
作
業
着
等
の

　
　
　
　
　
　
　導
入
を
進
め
る

桑政クラブ
かねまつ  のぶゆき

　松 伸行 議員

問
　
公
共
施
設
並
び
に
職

員
の
熱
中
症
対
策
の
現
況

と
今
年
度
の
対
策
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
扶

桑
町
図
書
館
や
総
合
体
育

館
を
始
め
13
公
共
施
設
と

イ
オ
ン
モ
ー
ル
扶
桑
と

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
扶
桑
店

に
て
、
毎
年
４
月
第
４
水

曜
日
か
ら
10
月
第
４
水
曜

日
ま
で
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
を
開
設
し
、
暑
さ

を
し
の
げ
る
場
所
と
し
て

一
般
に
開
放
し
て
い
る
。

公
共
施
設
で
は
今
年
度
よ

り
、
気
分
が
悪
く
な
っ
た

方
の
た
め
塩
分
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
瞬
間
冷
却
パ
ッ
ク
な

ど
を
常
備
し
て
い
る
。

答
　
総
務
部
長
　
令
和
７

年
６
月
１
日
よ
り
施
行
さ

れ
た
労
働
安
全
衛
生
規
則

の
改
正
に
お
い
て
熱
中
症

に
よ
る
健
康
障
害
を
防
止

す
る
措
置
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。
熱
中
症
が
疑
わ
れ

る
症
状
一
覧
並
び
に
処
置

方
法
、
連
絡
体
制
の
対
応

フ
ロ
ー
を
作
成
し
、
職
員

に
周
知
し
た
。

問
　
フ
ァ
ン
付
作
業
着
の

導
入
の
考
え
は
。

答
　
総
務
部
長
　
職
員
の

労
働
安
全
衛
生
の
観
点
か

ら
主
に
屋
外
作
業
に
従
事

す
る
職
員
を
対
象
に
フ
ァ

ン
付
作
業
着
を
始
め
帽

子
、
冷
感
タ
オ
ル
な
ど
各

所
属
に
お
い
て
、
熱
中
症

予
防
に
有
効
な
物
品
の
導

入
を
進
め
て
い
く
。  

追跡レポート

※これまでの一般質問や提言が、
　町政にどう反映されているのか、追跡します。

その後どうなった

小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化

令
和
４
年
12
月
定
例
会
一
般
質
問

　
特
に
高
雄
小
学
校
に
お
い
て
洋
式
化

率
が
４
割
で
、
配
管
か
ら
の
臭
い
も
き

つ
く
、
１
日
も
早
い
改
善
を
求
め
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
、
高
雄
小
学
校
付
近
の
下
水
道
整
備
事
業
、
校

舎
の
配
管
工
事
・
体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
と
併
せ
て
施
工
さ

れ
、
校
舎
・
体
育
館
洋
式
化
率
共
に
１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
柏
森
小
学
校
・
扶
桑
中
学
校
体
育
館
の
洋
式
化
率
が
そ
れ
ぞ
れ
４
割
・

３
割
と
低
く
、
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
課
題
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持
続
可
能
な
行
政
運
営
の
取
り
組
み
は

財
務
指
標
に
よ
る

　
　
　
　
　資
産
管
理
・
行
政
評
価

新政クラブ
せんだ   かつふみ

千田 勝文 議員

問
　
基
礎
的
財
政
収
支

（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ

ン
ス
）は
。

答
　
総
務
部
長
　
令
和
５

年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支

は
、
７
億
７
５
０
０
万
円

の
黒
字
。
こ
の
数
値
は
、

基
金
の
積
立
額
と
地
方
債

の
元
利
償
還
額
を
除
い
た

歳
出
と
、
基
金
の
取
り
崩

し
額
と
地
方
債
発
行
額
を

除
い
た
歳
入
の
バ
ラ
ン
ス

を
示
す
指
標
と
な
っ
て
い

る
。
前
年
度
は
、
５
億
５

３
０
０
万
円
で
あ
り
２
億

２
２
０
０
万
円
の
増
加
で

あ
る
。

問
　
投
資
的
経
費
に
つ
い

て
、
今
後
の
考
え
は
。

答
　
総
務
部
長
　
本
町
は

類
似
団
体
と
比
較
し
て
も

地
方
債
残
高
は
低
く
、
将

来
世
代
負
担
比
率
や
地
方

債
の
償
還
可
能
年
数
、
基

礎
的
財
政
収
支
は
、
現
時

点
に
お
い
て
は
、
比
較
的

良
好
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
公
共
施
設
の
老
朽

化
が
進
ん
で
き
て
お
り
、

今
後
は
投
資
的
経
費
の
増

大
が
見
込
ま
れ
、
指
標
の

悪
化
が
予
想
さ
れ
る
。

施
設
更
新
の
際
に
は
、
指

標
に
も
注
視
し
な
が
ら
施

設
の
統
廃
合
や
管
理
方
法

を
考
慮
し
、
最
も
適
し
た

手
法
で
実
施
す
る
。ま
た
、

資
金
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
な
基
金
の
積
み
立
て
や

起
債
を
活
用
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
、
民
間
資
金
に

よ
る
整
備
手
法
も
研
究
す

る
。

公
有
財
産
の
今
後
の
活
用
は

統
廃
合
に
よ
る
用
途
の
廃
止
や

　
　
　
　
　
　
　
　変
更
が
生
じ
る

ふそう立志会
おおかわら　みつお

大河原光雄 議員

問
　
近
年
の
本
町
公
有
財

産
の
増
減
と
、
今
後
の
活

用
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う

か
。

答
　
総
務
部
長
　
町
が
所

有
す
る
土
地
は
、
借
り
て

い
た
土
地
の
購
入
や
、
今

後
の
事
業
用
地
と
し
て
使

用
が
見
込
ま
れ
る
土
地
の

先
行
取
得
な
ど
に
よ
り
、

令
和
２
年
度
末
と
の
比
較

で
は
増
加
し
て
い
る
。
令

和
９
年
度
に
施
設
の
統
廃

合
に
つ
い
て
方
向
性
を
示

す
予
定
で
、
用
途
の
廃
止

や
変
更
が
生
じ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
　
利
益
を
出
す
資
産
と

し
て
、
貸
付
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
る
普
通
財
産
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

答
　
総
務
部
長
　
愛
知
県

に
警
察
施
設
、
丹
羽
広
域

事
務
組
合
に
水
源
地
、
駐

車
場
用
地
と
し
て
旧
調
理

場
跡
地
な
ど
を
有
償
で
貸

し
付
け
て
い
る
。

問
　
今
後
、
用
途
廃
止
予

定
の
行
政
財
産
は
。

答
　
総
務
部
長
　
令
和
８

年
度
か
ら
高
雄
シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ス
の
機
能
を
サ
ン
グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
統
合
す

る
た
め
、
建
物
は
用
途
廃

止
し
て
取
り
壊
し
、
借
地

で
あ
る
敷
地
は
地
権
者
へ

返
却
す
る
予
定
で
あ
る
。 （ファン付作業着）

職
員
の
新
た
な
熱
中
症
対
策
を

フ
ァ
ン
付
作
業
着
等
の

　
　
　
　
　
　
　導
入
を
進
め
る

桑政クラブ
かねまつ  のぶゆき

　松 伸行 議員

問
　
公
共
施
設
並
び
に
職

員
の
熱
中
症
対
策
の
現
況

と
今
年
度
の
対
策
は
。

答
　
生
活
安
全
部
長
　
扶

桑
町
図
書
館
や
総
合
体
育

館
を
始
め
13
公
共
施
設
と

イ
オ
ン
モ
ー
ル
扶
桑
と

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
扶
桑
店

に
て
、
毎
年
４
月
第
４
水

曜
日
か
ら
10
月
第
４
水
曜

日
ま
で
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
を
開
設
し
、
暑
さ

を
し
の
げ
る
場
所
と
し
て

一
般
に
開
放
し
て
い
る
。

公
共
施
設
で
は
今
年
度
よ

り
、
気
分
が
悪
く
な
っ
た

方
の
た
め
塩
分
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
瞬
間
冷
却
パ
ッ
ク
な

ど
を
常
備
し
て
い
る
。

答
　
総
務
部
長
　
令
和
７

年
６
月
１
日
よ
り
施
行
さ

れ
た
労
働
安
全
衛
生
規
則

の
改
正
に
お
い
て
熱
中
症

に
よ
る
健
康
障
害
を
防
止

す
る
措
置
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。
熱
中
症
が
疑
わ
れ

る
症
状
一
覧
並
び
に
処
置

方
法
、
連
絡
体
制
の
対
応

フ
ロ
ー
を
作
成
し
、
職
員

に
周
知
し
た
。

問
　
フ
ァ
ン
付
作
業
着
の

導
入
の
考
え
は
。

答
　
総
務
部
長
　
職
員
の

労
働
安
全
衛
生
の
観
点
か

ら
主
に
屋
外
作
業
に
従
事

す
る
職
員
を
対
象
に
フ
ァ

ン
付
作
業
着
を
始
め
帽

子
、
冷
感
タ
オ
ル
な
ど
各

所
属
に
お
い
て
、
熱
中
症

予
防
に
有
効
な
物
品
の
導

入
を
進
め
て
い
く
。  

追跡レポート

※これまでの一般質問や提言が、
　町政にどう反映されているのか、追跡します。

その後どうなった

小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化

令
和
４
年
12
月
定
例
会
一
般
質
問

　
特
に
高
雄
小
学
校
に
お
い
て
洋
式
化

率
が
４
割
で
、
配
管
か
ら
の
臭
い
も
き

つ
く
、
１
日
も
早
い
改
善
を
求
め
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
、
高
雄
小
学
校
付
近
の
下
水
道
整
備
事
業
、
校

舎
の
配
管
工
事
・
体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
と
併
せ
て
施
工
さ

れ
、
校
舎
・
体
育
館
洋
式
化
率
共
に
１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
柏
森
小
学
校
・
扶
桑
中
学
校
体
育
館
の
洋
式
化
率
が
そ
れ
ぞ
れ
４
割
・

３
割
と
低
く
、
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
課
題
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「会議録検索システム」
インターネット配信

9月定例会の日程（予定）

場所：扶桑町役場２F議場等
時間：午前９時３０分から

（日程は変更になることがあります）

扶桑町役場ホームページで議会会議録を
インターネット配信していますので、ご利用ください。

扶桑町役場
ホームページ

↓

↓
扶桑町議会

扶桑町議会
会議録検索システム
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第265号
６月定例会
４・５月臨時会

５月３０日に行われた役場見学で、議場を訪れた柏森小学校3年生の皆さん

主な内容

お　知　ら　せ

環境保護のため再生紙を使用しています。

キラリ★　まち人紹介

《スクールガード始めました》
　本年４月から、子ども達の安全を守る活動に少しでも寄与できた
らいいなという事と、毎日規則正しく起きて学校まで歩いて行くこ
とは、自分の健康管理にも良いだろうと考え、山名小学校のスクー
ルガードを始めました。
　子ども達に朝は「おはよう、行ってらっしゃい」、帰りは「お帰り、さ
ようなら」と声をかけると、元気いっぱいの返事が返ってきます。子
ども達から元気の素をもらっている気がします。
　皆さんもほんの少しの時間を地域のために使ってみませんか。

●６月定例会分は、９月１日に更新を予定しています。

9月  １日(月)
9月  ５日(金)
9月  ８日(月)
9月  ９日(火)
9月10日(水)

9月11日(木)

9月16日(火)
9月17日(水)
9月25日(木)

開会・提案説明
一般質問
一般質問
議案質疑
予算決算特別委員会
(総務経済所管分)
予算決算特別委員会

（福祉教育所管分）
総務経済常任委員会
福祉教育常任委員会
委員長報告・討論・採決・閉会

南山名在住
小室欽也さん（71）

柏森在住
河村裕子さん

《更生保護＆老人会活動》
　私は、更生保護女性会で青少年の犯罪・非行を予防し誰も
が安心して暮らせる町づくりを心がけていただけるよう警察
と連携し、広報・啓発活動をしています。
　老人会（北友会）では、楽しく年を重ねていただきたい一念
で家にひきこもりがちな方々に色々な企画、その人に合った活
動が出来るよう参加を働きかけています。また、清掃作業（奉
仕）、交通安全・健康教室・研修旅行（教養）、カラオケ・マージャ
ン・体操（健康）などの活動をして元気で楽しい高齢者を目標に
みんな頑張っています。どの活動も「人とのふれあい」、どのご
縁も「すべて我が師との心がけ自らの学び」としたいです。




